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トライアスロン大会



★表紙の写真

ありがとう30年 
トライアスロン大会

　表紙は、トライアスロン大会で

の一コマです。

　多くの方が、さまざまな場所で

あたたかい声援と大会のサポート

をしてくれており、島全体で大会を

支えています。　

今月の主な内容

Ｐ４〜5
　万が一の災害に備えて！�
　佐渡市総合防災訓練

Ｐ１０〜１１
　�平成31年度保育園等への
　入園児募集

便利です！
市報は、いつでもどこでも
あなたのそばに…
　市ホームページ、マイ広報紙
（ＱＲコード）、マチイロアプリか
ら広報紙「市報さ
ど」がご覧いただ
けます。
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ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会  

島
全
体
で
大
会
を
サ
ポ
ー
ト

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

９
月
２
日
、ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、約

２
，１
０
０
人
の
鉄
人
が
、島
全
体
に
広
が
る
あ
た
た

か
い
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
30
回
目
と
な
る
記
念

大
会
に
挑
み
ま
し
た
。

　

約
３
，０
０
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ん
が
、さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
選
手
を
支
え
、声
援
を
受

け
る
選
手
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

ま
た
、島
祭
り
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｙ
や
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
大
会
で
も
多
く
の
方
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

１
９
８
９
年
か
ら
開
催
さ
れ
た
こ
の
大
会
は
、毎
年

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
島
全
体
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

ありがとう30年

市報さど　平成30年10月号

　長年全校でボランティアに 
取り組んでいる内海府中・前浜中・ 

高千中・佐和田中・松ケ崎中学校の皆さん
（記念式典にて）

　参加してくれてありがとうなど選手への
声かけを大事にしている。
　ありがとうと言葉をかけてもらいうれし
かった。
　佐渡の自然の魅力を選手に知ってもら
 いたい。
　  佐渡の人の優しさ、あたたかさを
          選手の方に伝えたい。

野浦エイドステーションの様子
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受付ボランティアを 
した佐和田婦人会の 

皆さん
　毎年手伝っている。笑
顔で接し、お互いが元気
をもらっている。

胎内市から 
参加した選手

　大会の魅力は全島あげ
て実施すること。沿道の方
たちやボランティアの皆さ
 　んのあたたかい声援が 　 
　 一番の魅力。

香川県から 
参加した選手

　８回参加。自然とアップダ
ウンを感じられるワンウエイ
レースが魅力。毎年来たくな
るゴールでの感動や島全体で
応援してくれるアットホームな
　 ところが良い！

インタ
ビュー

台湾から参加した選手（受付会場にて）
　レース後は台湾に帰り、この大会を広め、
来年はもっと大勢で参加したい。

佐渡要約筆記サークルの皆さん（記念式典にて）
　音声で聞こえていることを、その場で要約して
文字に手書きしているので、話に追いついて筆記
していくということが大事。
　漢字３割、ひらがな７割で書くようにしているた
め、誤字脱字や漢字がすぐに出てこないなど苦労
があるがやりがいがある。

多くの方が参加した島祭りParty 住吉地区で樽ばやしで応援する姐樽の皆さん

金丸エイドステーションの様子
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万が一の災害に
備えて！ 佐渡市総合防災訓練

◆主な訓練内容
・炊き出し訓練　炊き出し用のカレーが試食できます。
・応急救護所設置訓練	
	 負傷者などを受け入れて、応急手当てを行います。
・ライフライン応急復旧訓練	
	 	関係機関が協力して、ライフラインの応急復旧を行います。
・倒壊家屋救出訓練	
	 	自衛隊などが協力して、倒壊家屋から負傷者を救出します。
・市街地建物火災消火・救出訓練	
	 	放水訓練と、ヘリコプターで逃げ遅れた方を救助します。
・防災体験コーナー	
	 はしご車試乗や消火などが体験できます。
・展示コーナー	
	 緊急車両、防災用品などを展示します。

※	写真は、昨年の総合防災訓練の様子です。

いつ起こるかもしれない大規模な地震や津波に対して、
関係機関の連携の確認をするため、総合防災訓練を行います。

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

　

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
は
、
地
震
の
際
の
行
動
「
安
全
確
保
行
動
１
―
２
―
３
（
ま

ず
低
く
、
頭
を
守
り
、
動
か
な
い
）」
を
、
確
認
す
る
訓
練
で
す
。

　

こ
の
訓
練
は
、
誰
で
も
ど
こ
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
訓
練
で
す
。
一
人
で
も
多

く
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

訓
練
内
容
（
安
全
確
保
行
動
１
―
２
―
３
）

　

総
合
防
災
訓
練
当
日
、
午
前
９
時
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
後
、「
安
全
確
保
行
動
１
―
２

―
３
」
を
１
分
間
実
施
し
ま
す
。

　

自
宅
・
職
場
な
ど
そ
の
時
い
る
場
所
で
、
緊
急
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
音
声
案
内

に
従
っ
て
下
図
の
安
全
確
保
行
動
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

参
加
登
録
を
お
願
い
し
ま
す

　

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
の
参
加
者
数
を
把

握
す
る
た
め
、
11
月
７
日
㈬
ま
で
に
次
の
方

法
で
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
で
参
加
登
録

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
入
力
フ
ォ
ー
ム

か
ら
参
加
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
参
加
登
録

　

個
人
の
場
合
は
氏
名
、
団
体
の
場
合
は

団
体
名
と
担
当
者
名
、
参
加
人
数
を
記
入

し
、「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
参
加
」
と
明

記
し
て
、
市
役
所
防
災
管
財
課
（

63
―

３
３
０
０
）
へ
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※	

個
人
で
の
登
録
と
、団
体
登
録
の
重
複
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

日時/11月11日㈰　午前９時～午後０時30分
会場/相川市営駐車場（市役所相川支所付近）

お願い�　防災訓練当日の午前９時に、屋外スピーカーおよび戸
別受信機で、サイレンを鳴らしますので、火災などとお間
違えのないようご注意ください。

　　　�　また、会場周辺で航空機や車両を使用した訓練を行
うため、騒音などでご迷惑をおかけしますが、ご理解とご
協力をお願いします。

市報さど　平成30年10月号

地震が発生したときは、まず安全確保行動１―２―３

提供　効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議（http://www.shakeout.jp/）



災 害 身 守から を る ために
　災害から自分の身を守るためには、日ごろの心構えと準備が大切です。
　災害情報の入手方法や避難場所などを知っておきましょう。
　避難場所やその経路などは、平成27年3月発行の地域防災マップを参考に、日ごろからご家庭や地域で話し合
いましょう。

◆災害情報を入手する
　自然災害は、まだ大丈夫だと思っていても、急激に変化する場合があり、危険が迫ってからでは手遅れになる
こともあります。最新の情報を入手し、異変を感じたらすぐに行動しましょう。
◆避難情報発令の流れ

　必ずしも①から③と順を追って発令されるとは限りません。これらの情報が発令されていなくても、身の危険
を感じる場合は、地域防災マップを参考に避難を開始してください。
　外出することでかえって命に危険が及ぶような状況では、近くの安全な場所や、自宅内のより安全な場所に避
難をしてください。
お問い合わせ　総務部防災管財課　防災安全係　☎６３―３１２５

佐渡市災害対策本部　避難情報発令・解除

エリアメール
緊急速報メール

大雨・洪水注意報、警報
地震情報・津波情報
土砂災害警戒情報

市民の皆さんが取るべき行動

危 険 の 度 合 い 高低

①避難準備・
　高齢者等避難開始がでたら

②避難勧告がでたら ③避難指示（緊急）がでたら

河川情報
土砂災害警戒情報
国道・県道情報

河川情報・水防情報
国道情報

◆避難情報などが発令された場合は！

避難に時間のかか
る方などは避難を
開始してください

皆さん避難を
開始して
ください

避難してない方
は直ちに避難し
てください

気象庁 新潟県 国土交通省

報道機関
緊急割込放送

緊急
速報

戸別受信機 屋外スピーカー 消防機関
市民メール
（登録必要）

※市ホームページやフェイスブック、ライン、CNSテレビでも情報を発信します。
登録方法は、裏表紙をチェック！

市報さど　平成30年10月号5
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熱心に耳を傾ける！　佐渡若手農業者交流会　8/29

かっぱ伝説…佐渡福浦かっぱ村開村　9/8

あきらめない気持ちが大切「あすチャレ！スクール」　9/10

佐渡産食材の良さが広がる　サドメシランサミット in 佐渡 2018 秋

　佐渡若手農業者交流会が開催され、佐渡の農
業を担う若手農業者やこれから農業を始める方
など約20人が参加しました。
　宿根木の黒イチジク（ビオレ・ソリエス）の
ビニールハウスと羽茂村山のおけさ柿の園地を
見学し、若手農業者が取り組む農業経営につい
て熱心に耳を傾けていました。
　また、グループに分かれての意見交換やバー
ベキューを通して親交をさらに深めていました。

　パラリンピックで日本人最多となる７大会に出場し
たパラ陸上競技の永尾嘉章さんを講師に、あきらめな
いことの大切さなどを学ぶ、日本財団パラリンピック
サポートセンター主催による「あすチャレ！スクール」が、
河原田小学校で開催されました。
　永尾さんの経験をもとにした講話や、実際に車いす
で走る姿を見学し、真剣な表情で見つめ、耳を傾ける
児童の皆さんの様子がとても印象的でした。
　また、車いすリレーを通じて、スポーツの楽しさや難
しさなど、一生懸命取り組む大切さを肌で感じていま
した。

　両津地区の福浦ふるさと会は、昔から地元に伝わる
かっぱ伝説「かっぱの詫

わび
証

しょう
文
もん

」から、かっぱをテーマ
にして地域づくりを行っています。
　約50人が見守る中、河童連邦共和国（東京都）の中
村大統領から、佐渡福浦かっぱ村の松村村長へ認定
書が授与され、全国で40番目となる「かっぱ村」として
開村しました。　
　今後は「かっぱ村」で行なわれる行事などが全国の
連合へ情報発信されるそうです。

市報さど　平成30年10月号



海ごみを無くしたい！学生ボランティア　海岸清掃　9/13

佐渡産食材の良さが広がる　サドメシランサミット in 佐渡 2018 秋

　トキのむら元気館で開催された高齢者交通安
全講習会に、約90人の方が参加しました。歩行
環境シミュレータを使用して、道路横断時の安
全確認の方法などを学び、交通安全の意識を新
たにしていました。
　県内の交通事故発生状況は、8月末現在で昨
年に比べて発生件数・負傷者数は減少していま
すが、死者数は増加しており、そのうち高齢者が
かかわる死亡事故が多く発生しています。
　これから夕暮れが早まり、より交通事故の発生
が懸念されます。地域や家族みんなで交通安全
を心掛けましょう。

　日本海全域清掃を目指し、国際ボランティア
学生協会に所属する大学生約80人が、大野亀
海岸と二ツ亀海岸で海岸清掃を行いました。
　学生の皆さんは、これまでに全国各地で清掃
活動を行っており、活動を通じて環境汚染やご
み問題への対策を訴えています。
　２日間に渡る清掃活動により、多くのごみを
回収してくれました。
　これからも学生目線でのさまざまな活動を期
待しています。

　佐渡産食材を積極的に取り扱う飲食店
「サドメシラン」に認定された島外の店

舗、佐渡産品取引先と島内生産者・加工
業者との商談会が行われました。
　新商品や新たな食材の提案、佐渡産食
材を使った料理の試食会を通して、参加
者に佐渡産食材の良さを認識していただ
きました。これから新たな取引拡大につ
ながっていくことを期待しています。

交通事故の特徴を知ろう　高齢者交通安全講習会　9/18

9/17

市報さど　平成30年10月号7
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第
33
回
佐
渡
総
合
病
院 

  

病
院
祭 

～
と
も
に
紡
ご
う
～

10
月
20
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

佐
渡
総
合
病
院
（
千
種
１
６
１
番
地
）

	

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
佐
渡
医
療
の
未
来
予
想
図
」

　

パ
ネ
ラ
ー　

佐
渡
地
域
医
療
・
介
護
・

　

福
祉
提
供
体
制
協
議
会

　

�

講
演
「
認
知
症
と
ど
う
む
き
あ
う
か
？

困
っ
た
症
状
は
な
ぜ
お
こ
る
か
？
」

	

新
潟
大
学
脳
研
究
所
神
経
内
科
学
分
野

教
授　

小
野
寺　

理　

先
生

佐
渡
総
合
病
院
総
務
課

　

☎
63
―
３
１
２
１

秋
の
山
草
展

10
月
20
日
㈯
、
21
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
21
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

ト
キ
の
む
ら
元
気
館

　
（
新
穂
瓜
生
屋
３
６
２
番
地
１
）

	

佐
渡
山
草
会
（
担
当　

木
村
）

　

☎
63
―
２
９
３
４

第
４
回
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
in

佐
渡
大
会

　

海
の
幸
を
使
っ
た
創
作
料
理
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
伝
統
芸
能
の
披
露
な
ど

も
あ
り
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

10
月
21
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

あ
い
ぽ
ー
と
佐
渡

　
（
両
津
夷
３
８
４
番
地
11
）

	

来
年
は
佐
渡
で
「
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
全

国
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
大
会

は
、
佐
渡
代
表
を
決
定
す
る
予
選
会
を

兼
ね
て
い
ま
す
。

建
設
部
建
設
課　

☎
63
―
５
１
１
８

第
35
回
岩
の
平
園
祭

10
月
28
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

	

岩
の
平
園
・
第
二
岩
の
平
園	

（
上
新
穂
１
２
５
６
番
地
）

	

作
業
製
品
販
売
、
作
品
展
示
、
催
し
物

（
瓜
生
屋
子
供
鬼
太
鼓
、
ピ
ア
ノ
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
、
利
用
者
に
よ
る
舞
踊
、
大

黒
舞
）、
福
祉
バ
ザ
ー
な
ど

	

送
迎
用
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

岩
の
平
園　

☎
22
―
３
８
８
０

相
　
　
談

行
政
書
士
に
よ
る 

　
　
　
　
　

無
料
相
談
会

10
月
28
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

佐
渡
中
央
会
館

　
（
河
原
田
本
町
３
９
４
番
地
）

	

行
政
書
士
資
格
の
ほ
か
に
司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
、
税
理
士
等
兼
務
者

が
担
当
予
定
で
す
の
で
、
関
連
す
る
総

合
相
談
が
可
能
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

行
政
書
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
66
―
２
５
７
８

　
（
平
日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

司
法
書
士
に
よ
る 

　
　
　
　

無
料
法
律
相
談

★
面
談
方
式　

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

10
月
22
日
㈪
～
26
日
㈮

　

午
後
１
時
～
５
時

	

市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・	

土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
、

担
保
権
の
設
定
等
の
手
続
き

・	

金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等
の

ト
ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て　

な
ど

　

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※	

ご
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、お
受
け
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
63
―
６
９
８
７

　
（
平
日
・
午
後
１
時
～
５
時
）

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る 

　
　
　
　
　
　

 

無
料
相
談

★
面
談
方
式　

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

10
月
22
日
㈪
～
26
日
㈮

　

午
後
１
時
～
５
時

市
内
の
各
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

・
土
地
の
境
界
が
わ
か
ら
な
い

・	

宅
地
だ
が
、登
記
の
地
目
は
農
地
と
な
っ

て
い
る　

な
ど

　

何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

土
地
家
屋
調
査
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
52
―
６
２
５
２

　
（
平
日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

催

し

市報さど　平成30年10月号



予
約
制
年
金
相
談
所
開
設
日
の
お
知
ら
せ

　

年
金
相
談
・
テ
レ
ビ
電
話
年
金
相
談
を
受
け
る
際
は
、
事
前
に
電
話
で
予
約
が
必
要
で

す
。
基
礎
年
金
番
号
を
ご
用
意
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ビ
電
話
年
金
相
談
を�

　
　
　
　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、

上
記
の
会
場
の
ほ
か
に
、
テ
レ
ビ
電
話
に

よ
る
年
金
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
（
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

	
予
約
相
談
希
望
日
の
１
カ
月
前
か
ら
前

日
ま
で
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
必
要

な
書
類
は
、
予
約
の
際
に
ご
案
内
し
ま

す
。

・

日
本
年
金
機
構

　

新
潟
西
年
金
事
務
所　

お
客
様
相
談
室

　

☎
０
２
５
―
２
2
５
―
３
０
０
８

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

　

不
眠
、
不
安
、
意
欲
の
低
下
、
物
忘
れ

な
ど
で
お
悩
み
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　

心
に
関
す
る
お
悩
み
の
あ
る
方
や
そ
の

ご
家
族
か
ら
の
相
談
を
精
神
科
医
が
お
受

け
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

　

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

11
月
12
日
㈪

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

両
津
地
区
公
民
館

　
（
梅
津
２
３
１
４
番
地
１
）

11
月
７
日
㈬

・

県
佐
渡
地
域
振
興
局

　

健
康
福
祉
環
境
部
（
佐
渡
保
健
所
）

　

☎
74
―
３
４
０
７

　

市
民
福
祉
部
社
会
福
祉
課

　

障
が
い
福
祉
係　

☎
63
―
５
１
１
３

募
　
　
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

会
員
募
集
中

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、臨
時
的
・

短
期
的
な
就
業
や
軽
易
な
仕
事
を
、
会
員

の
能
力
や
希
望
に
応
じ
て
提
供
し
て
い
ま

す
。
あ
な
た
の
経
験
や
知
識
を
地
域
に
活

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

	

原
則
60
歳
以
上
で
働
く
意
欲
が
あ
る
健

康
な
方

会
費　
年
額
１
，
０
０
０
円

配�

分
金　
働
い
た
仕
事
量
に
応
じ
て
、
配

分
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

	

佐
渡
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー	

（
両
津
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ゃ
く
な
げ
内
）

　

☎
24
―
１
２
１
２

予約制年金相談日
月

会場・時間 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

あいぽーと佐渡
午後０時40分～３時　☎67-7633

　 8日 　 9日 　 13日

佐渡中央会館
午後１時30分～５時　☎57-2711

24日 28日 　 　 　 　

あいかわ開発総合センター
午前８時50分～11時　☎74-2332

　 9日 　 　 　 　

羽茂農村環境改善センター
午前８時50分～10時50分　☎88-2230

　 　 　 10日 　 14日

※	台風等により佐渡汽船が欠航する場合や、災害などによりやむを得ず開催日や受付時間が変更になる場
合があります。

特定不妊治療費助成事業

通院費（佐渡汽船乗船料金）
の対象が拡充しました！

　不妊治療のために市外の医療
機関に通院した場合の佐渡汽船
乗船料金は、今までカーフェリー
島民島発２等往復料金の助成の
みでしたが、10 月１日からは
ジェットフォイルを利用した場
合も助成対象となりました。
　ジェットフォイルを利用して
通院される場合は、申請手続き
の際に「乗船券」または「領収
書」の添付が必要となりますの
で、ご注意ください。
　手続きなど詳しくは、お問い
合わせください。

市民福祉部市民生活課
　健康推進室　健康増進係
　☎６３―３１１５

市報さど　平成30年10月号9



10

募
　
　
集

第
34
回
南
佐
渡
防
火
駅
伝

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

�

11
月
10
日
㈯　

午
後
１
時
か
ら

コ�

ー
ス　
赤
泊
港
北
埠
頭
ス
タ
ー
ト
～
羽

茂
地
区
～
小
木
地
区
～
南
佐
渡
消
防
署

ゴ
ー
ル
（
６
区
間
、
全
長
25
．
７
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）

中
学
生
以
上
で
１
チ
ー
ム
６
人

40
チ
ー
ム
（
先
着
順
）

10
月
31
日
㈬

・

南
佐
渡
消
防
署　

救
急
・
救
助
係

　

☎
88
―
３
１
１
９

平
成
31
年
度
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
よ
び
幼
稚
園
へ
の
入
園
児
童
募
集

○
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
入
園
を
希
望
す
る
方

	

保
護
者
が
働
い
て
い
る
な
ど
、
保
育
を

必
要
と
す
る
児
童

新
規
入
園
を
希
望
す
る
方

　
「
支
給
認
定
兼
入
園
申
請
書
」
と
「
保

育
を
必
要
と
す
る
事
由
の
証
明
書
類
」
な

ど
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
書
類
は
10
月
22
日
㈪
に
、
各
保
育

園
・
認
定
こ
ど
も
園
や
市
役
所
子
ど
も
若

者
課（
本
庁
舎
２
階
）、各
支
所
・
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

継
続
入
園
を
希
望
す
る
方

　

継
続
入
園
を
希
望
す
る
方
は
、
11
月
以

降
、
現
在
通
園
し
て
い
る
保
育
園
を
通
じ

て
継
続
入
園
用
の
申
込
用
紙
を
お
届
け
し

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

３
歳
以
上
児
で
認
定
こ
ど
も
園
の
幼
児
教
育

を
希
望
す
る
場
合
は
、
直
接
認
定
こ
ど
も
園

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
期
間

　

11
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮

保�

育
料　
保
育
料
は
、
保
護
者
の
課
税
状

況
に
応
じ
て
算
定
し
ま
す
。

　

	

ま
た
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、

同
時
在
園
の
２
子
目
以
降
お
よ
び
在
園

児
の
兄
姉
が
、
小
学
校
１
年
生
か
ら
３

年
生
の
年
齢
の
範
囲
に
い
る
場
合
、
在

園
児
の
保
育
料
は
無
料
で
す
。

	

希
望
者
多
数
で
保
育
園
の
定
員
を
超
え

る
な
ど
の
場
合
、
保
育
の
必
要
性
の
事

由
に
よ
っ
て
は
、
希
望
の
保
育
園
を
利

用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

	

幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
（
教
育
部
分
）
に

入
園
を
希
望
す
る
３
歳
以
上
児
で
、
近

隣
に
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
が
な
い
方
は
、

保
育
園
へ
入
園
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

	

求
職
活
動
を
要
件
に
入
園
す
る
場
合
、

審
査
・
入
園
期
間
等
が
厳
し
く
な
り
ま

す
。

○
幼
稚
園
へ
の
入
園
を
希
望
す
る
方

　

幼
稚
園
へ
の
入
園
に
つ
い
て
の
詳
し
い

内
容
は
、
各
幼
稚
園
ま
た
は
、
市
役
所
子

ど
も
若
者
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
11
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮

授�

業
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

30
分
（
平
日
）

授�

業
料　
月
額
９
，
０
０
０
円
を
上
限
と

し
て
、
課
税
状
況
に
よ
り
金
額
が
確
定

し
ま
す
。（
授
業
料
の
ほ
か
に
給
食
費
・

教
材
費
な
ど
が
必
要
で
す
。）

　

	

た
だ
し
、
同
時
在
園
の
２
子
目
以
降
お

よ
び
在
園
児
の
兄
姉
が
、
小
学
校
１
年

生
か
ら
３
年
生
の
年
齢
の
範
囲
に
い
る

場
合
、
在
園
児
の
授
業
料
は
無
料
で
す
。

※�

共
働
き
な
ど
で
、
降
園
後
に
ご
家
庭
で
保
育

が
で
き
な
い
園
児
に
つ
い
て
は
、
希
望
に
よ

り
預
か
り
保
育
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

各
幼
稚
園
ま
た
は
、
市
役
所
子
ど
も
若
者
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

各
保
育
園
・
幼
稚
園
の
受
入
年
齢
な
ど

の
詳
細
は
、
次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
民
福
祉
部
子
ど
も
若
者
課

　

園
児
支
援
係　

☎
63
―
３
１
２
６

　

	

ま
た
は
、
各
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
・

幼
稚
園

市報さど　平成30年10月号



○公立保育園
地域 名　称 所　在　地 電話番号 定員 乳児保育受入年齢

両　津

両津東保育園 住吉 280 番地 1 24-7001 150 生後６カ月を過ぎた翌月から
夷保育園 両津夷 347 番地 27-3403 70 乳児保育なし
吉井保育園 上横山 723 番地 3 27-6446 45

生後６カ月を過ぎた翌月から

梅津保育園 梅津 2341 番地 1 27-2824 120

相　川
稲鯨保育園 橘 30 番地 2 76-2710 45
たかち保育園 高千 1011 番地 1 78-2152 30
相川保育園 相川南沢町 158 番地 74-2244 90

佐和田
河原田保育園 中原 479 番地 1 52-2247 110
八幡保育園 八幡 1533 番地 2 52-2680 60

金　井 金井保育園 千種丙 202 番地 1 63-2227 200

畑　野
畑野保育園 畑野甲 518 番地 1 66-2082 95
川西保育園 宮川 1060 番地 1 66-2463 60
多田保育園 多田 979 番地 2 67-2272 20

真　野 真野第２保育園※ 西三川 1070 番地 1 58-2235 20
小　木 小木保育園 小木町 1522 番地 86-2153 70
赤　泊 赤泊保育園 赤泊 282 番地 3 87-2379 90

※真野第２保育園は公設民営の保育園です。

○私立保育園
地域 名　称 所　在　地 電話番号 定員 開所・閉所時間 乳児保育受入年齢

相　川 姫津保育園 達者1832番地2 75-2120 45 7:30 ～ 18:00
（土曜日は11:30まで）

生後3カ月を
過ぎた翌月から

佐和田
双葉保育園 東大通8番地 57-2818 120 7:30 ～ 20:00

（土曜日は18:00まで） 生後6カ月から

沢根保育園 沢根五十里1402番地1 52-6613 40 7:30 ～ 19:00
（土曜日は19:00まで） 生後２カ月から

金　井
平泉保育園 泉甲507番地4 63-2024 100 7:15 ～ 19:15

（土曜日は18:00まで） 産休明けから

吉井隣保館 吉井本郷480番地 63-6898 50 7:30 ～ 18:00
（土曜日は原則正午まで）

生後8カ月を
過ぎた翌月から

新　穂 新穂トキっ子
保育園 新穂瓜生屋359番地1 22-2148 150 7:00 ～ 19:00

（土曜日は19:00まで） 生後2カ月を
過ぎた翌月から

真　野 真野第１保育園 吉岡912番地1 55-2133 150 7:00 ～ 19:00
（土曜日は18:30まで）

○へき地保育園
地域 名　称 所　在　地 電話番号 定員 乳児保育受入年齢

両　津
水津保育園 水津 126 番地 2 29-2153 30

乳児保育なし
海府保育園 鷲崎 926 番地 26-2003 35

○認定こども園 (私立 )
地域 名　称 所　在　地 電話番号 定員 開所・閉所時間 乳児保育受入年齢

羽　茂 羽茂こども園 羽茂本郷 803 番地 1 88-2355 113 7:30 ～ 19:00
（土曜日は18:00まで） 生後６カ月から

○公立幼稚園
地域 名　称 所　在　地 電話番号 入園可能年齢

相　川 あいかわ幼稚園 相川一町目裏町 5 番地 2 74-3234 満 3 歳児～ 5 歳児
平成 25 年 4 月 2 日～平成 28 年 4 月 1 日生

（3 歳に達した日から入園可能）佐和田 さわた幼稚園 河原田本町 262 番地 52-3333

小　木 小木幼稚園 小木町 1522 番地 86-2403 5 歳児
平成 25 年 4 月 2 日～平成 26 年 4 月 1 日生

市報さど　平成30年10月号11



　新潟県で、いじめ防止などを目的とする県民運動
を始めてから、12年目を迎えます。
　「いじめを見逃さない。許さない。」を合言葉にし
て、学校、家庭、地域が一緒になって子どもたちを
見守り、いじめを見逃さないようにしましょう。

12

募
　
　
集

平
成
31
年
度
佐
渡
市
奨
学
生
募
集

　

修
学
を
支
援
し
、
有
能
な
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
る
定
住
を
促
進

す
る
た
め
、
奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
方

①	

平
成
31
年
度
に
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
、
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
短
期
大
学
、
大
学
に
進
学
（
在
学
）
予
定
で
あ
る
こ
と
。

②
市
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と
。

※
高
等
学
校
の
場
合
は
、①
、②
に
加
え
て
所
定
の
所
得
基
準
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

募
集
人
数　
予
算
の
範
囲
内

返�
還
免
除　
貸
与
終
了
直
後
の
10
年
間
に

５
年
間
継
続
し
て
佐
渡
で
就
労
す
る
な

ど
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、
申
請
に

よ
り
奨
学
金
の
全
額
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

10
月
31
日
㈬

	

募
集
要
項
は
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
（
畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

内
）、
市
役
所
本
庁
舎
、
各
支
所
・
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て

あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

・

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

学
事
指
導
係　

☎
66
―
４
８
９
４

貸与金額
区　分 金　額

高等学校、中等教
育学校（後期課程）、
特別支援学校（高
等部）、高等専門学
校、専修学校（高等
課程）

月額　　		15,000 円
一時金　100,000 円
※	一時金は、入学年度のみ希望により貸与します。

専 修 学 校（ 専 門
課程）、短期大学、
大学

４つの年額から自由に選択できます。
区　分 年　額

入学年度 130万円、100万円、80万円、60万円
入学年度以外 100万円、80万円、60万円、40万円

公営住宅の入居者を募集します
　入居申し込みには、所得要件など申込資格要件があります。詳しくは、お問い合わせください。市ホー
ムページで募集内容をお知らせしています。

地区 住宅名称（所在階） 公募
戸数

建築
年度 構造区分 間取 月額家賃（円）

両 津
住吉住宅 1 H3 木造2階共同建て 3DK 18,700～36,800
原黒住宅 1 H5 木造2階共同建て 2LDK 21,200～41,700

佐和田 県営青柳寺住宅（４階） 1 S56 耐火構造4階建て 3DK 16,500～32,400
金 井 吉井住宅F棟 1 H24 木造平屋長屋建て 2DK 17,600～34,600
新 穂 瓜生屋第1住宅 1 H10 木造2階共同建て 3DK 22,500～44,200

畑 野
榎田住宅 １ H14 木造2階共同建て 3DK 43,000【定額】
後何代住宅 1 H5 木造平屋一戸建て 3DK 20,300～39,900

小 木 木野浦団地 1 H4 木造2階共同建て 2LDK 17,200～33,900
赤 泊 真浦団地 1 H7 木造2階一戸建て 3LDK 38,000【定額】
	10月31日㈬　午後５時　入居予定　11月下旬
・ 	建設部建設課　住宅・都市計画係　☎６３―５１１８　各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口
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お
知
ら
せ

普
通
救
命
講
習

�

10
月
21
日
㈰　

午
後
１
時
か
ら

南
佐
渡
消
防
署

　
（
羽
茂
本
郷
１
９
６
番
地
２
）

Ⅰ
講
習
（
午
後
４
時
ま
で
の
３
時
間
）

　

	

成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
を
講
義
と
実
技
で
学
ぶ
コ
ー

ス
で
す
。

　

Ⅱ
講
習
（
午
後
５
時
ま
で
の
４
時
間
）

　

	

Ⅰ
講
習
の
内
容
に
、
知
識
の
確
認
と
実

技
の
評
価
が
加
わ
っ
た
コ
ー
ス
で
す
。

小
学
５
年
生
以
上

10
人　

10
月
19
日
㈮

・

南
佐
渡
消
防
署　

救
急
・
救
助
係

　

☎
88
―
３
１
１
９

英
語
講
座
（
会
話
編
）

　

佐
渡
の
魅
力
を
自
然
に
話
せ
る
よ
う
な

講
座
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
文
化
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
を
知
る
き
っ
か
け
と
し
て
も

ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

	

初
回
10
月
24
日
㈬　

午
後
６
時
30
分
～

８
時
（
全
５
回
、
以
降
毎
週
水
曜
日
開

催
）

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
（
千
種
２
４
０
番
地
）

国
際
交
流
員　

Jasper	Soh	BI	YU
　
（
ジ
ャ
ス
パ
ー　

ソ
ウ　

ビ　

ユ
ウ
）

	
産
業
観
光
部
観
光
振
興
課
交
流
イ
ベ
ン

ト
推
進
室　

☎
67
―
７
９
４
４

蓮
華
峰
寺
弘
法
堂 

　
　
　

 

修
理
現
場
見
学
会

　

重
要
文
化
財
で
あ
る
蓮
華
峰
寺
弘
法
堂

の
屋
根
修
理
現
場
を
公
開
し
ま
す
。

	

10
月
28
日
㈰　

午
前
10
時
～
、
11
時
～
、

午
後
１
時
～
、
２
時
～

蓮
華
峰
寺
弘
法
堂

　
（
小
比
叡
１
８
２
番
地
）

各
回
20
人
（
先
着
順
）

	

お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
動
き
や
す

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

産
業
観
光
部
世
界
遺
産
推
進
課

　

文
化
財
室　

文
化
財
保
護
係

　

☎
63
―
３
１
９
５

パ
ス
ポ
ー
ト
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド 

申
請
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

10
月
１
日
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
申
請
書

に
よ
る
受
け
付
け
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
申
請
書
は
、
窓
口
に
申

請
書
を
事
前
に
取
り
に
来
る
こ
と
な
く
、

自
宅
等
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
利
用
し
て
申

請
書
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
使
用
す
る
用
紙
や
サ
イ
ズ
な
ど
、

規
定
要
件
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
電
子
申
請
が
行
え
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

	

旅
券
セ
ン
タ
ー
（
市
民
福
祉
部
市
民
生

活
課　

戸
籍
係
内
）

　

☎
63
―
５
１
５
５

アルビレックス新潟 対 レノファ
山口FCの試合に無料でご招待！
対象試合　11 月 17 日㈯
　　　　　午後２時キックオフ
デンカビッグスワン　席種　自由席
	パソコン、スマホの場合

　	11 月 16 日㈮までに、申
込サイト（下記アドレスま
たはＱＲコード）へアクセ
スし、必要事項を入力して
ください。

　	https://f.msgs.jp/webapp/form/20159_
jvdb_93/index.do?code=ren_1117_001

　往復ハガキの場合
　	11 月７日㈬までに、往復はがきの往信

用裏面に①住所、②お名前、③生年月日、
④電話番号、⑤メールアドレス（お持
ちの方）、⑥観戦希望試合とチケットの
希望枚数 ( ４枚まで )	を記載し、返信用
表面に返信先 ( ご自分の住所・氏名 ) を
ご記入の上、郵送してください。
・宛先　〒９５０―０９５４

	　新潟市中央区美咲町２―１―10
　アルビレックス新潟後援会
　「試合観戦ご招待」係
　☎０２５―２８２―００１１

ⒸALBIREX�NIIGATA
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14

お
知
ら
せ

年
末
調
整
を
さ
れ
る
方
へ 

　
　
　
　

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
交
付
し
ま
す

　

65
歳
以
上
の
方
で
、
身
体
や
日
常
生
活
の
状
況
な
ど
に
障
が
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い
な
く
て
も
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
で
、
所
得
税
や
市
民
税
の
障
害
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
の
目
安

・	

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を

お
持
ち
で
な
い
方　

・	

介
護
保
険
の
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定

を
受
け
て
い
る
方

	

申
請
さ
れ
る
方
の
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、

市
役
所
高
齢
福
祉
課
（
本
庁
舎
１
階
）、

各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

	

認
定
書
の
交
付
に
は
１
週
間
ほ
ど
か
か

り
ま
す
。
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

	

介
護
認
定
時
の
資
料
に
基
づ
き
判
定
す

る
た
め
、
審
査
の
結
果
、
対
象
と
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

	

す
で
に
認
定
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
で
、
そ
の
後
の
状
態
に
変
化
が
な
い

場
合
は
、
認
定
書
を
継
続
し
て
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※	

確
定
申
告
に
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」
が
必
要
な
方
は
、
平
成
31
年
１
月
以
降

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
福
祉
部
高
齢
福
祉
課

　

高
齢
福
祉
係　

☎
63
―
３
７
９
０

農
業
、漁
業
、営
業
、不
動
産

等
の「
収
支
内
訳
書
」は
、 

ご
自
分
で
作
成
を
！

　

農
業
等
の
所
得
が
あ
る
方
は
、
申
告
の

際
に
収
支
内
訳
書
の
提
出
が
必
要
で
す
が
、

市
や
税
務
署
で
収
支
内
訳
書
を
代
理
で
作

成
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
減

価
償
却
費
を
計
算
し
、
一
覧
表
を
お
渡
し

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
29
年
分
の
収
支
内
訳
書
の
控
え
や

Ｊ
Ａ
の
申
告
支
援
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
参
考

に
、
ご
自
分
で
収
支
内
訳
書
を
作
成
し
て

く
だ
さ
い
。
減
価
償
却
費
計
算
が
困
難
な

方
は
、
Ｊ
Ａ
佐
渡
や
Ｊ
Ａ
羽
茂
で
、
減
価

償
却
費
計
算
サ
ー
ビ
ス
（
有
料
）
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
各
Ｊ
Ａ
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

総
務
部
税
務
課　

市
民
税
係

　

☎
63
―
５
１
１
０

平
成　

年
度
沖
縄「
平
和
の
礎い

し
じ
」 

追
加
刻
銘
の
お
知
ら
せ 

～
沖
縄
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
遺
族
へ
～

　

沖
縄
県
糸
満
市
の
平
和
記
念
公
園
内
に
、

沖
縄
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
氏
名
を

刻
ん
だ
記
念
碑「
平
和
の
礎
」が
あ
り
ま
す
。

　

次
に
該
当
す
る
方
で
、
ま
だ
刻
銘
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
追
加
刻
銘
が
で
き
ま
す
。

	

昭
和
19
年
３
月
22
日
か
ら
昭
和
21
年
９

月
７
日
ま
で
の
間
、
沖
縄
県
区
域
お
よ

び
南
西
諸
島
周
辺
に
お
い
て
、
沖
縄
戦

が
原
因
で
亡
く
な
ら
れ
た
方

	

手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

市
民
福
祉
部
社
会
福
祉
課　

援
護
係

　

☎
63
―
５
１
１
３

　

県
福
祉
保
健
課
援
護
恩
給
室

　

☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
１
８
０

10
月
は
土
地
月
間 

土
地
の
取
引
の
届
け
出
が 

必
要
で
す

　

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
法
定
面
積
以

上
の
土
地
取
引
を
行
っ
た
場
合
、
市
町
村

を
経
由
し
て
県
知
事
に
届
け
出
を
す
る
こ

と
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

　

届
け
出
を
忘
れ
た
り
、
偽
り
の
届
け
出

を
す
る
と
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

法
定
面
積

・
市
街
化
区
域
を
除
く
都
市
計
画
区
域

　

５
，
０
０
０
㎡
以
上

・
都
市
計
画
区
域
外
の
区
域

　

１
０
，
０
０
０
㎡
以
上

※	

個
々
の
取
引
面
積
が
小
さ
い
場
合
で
も
、総
面

積
が
法
定
面
積
以
上
に
な
る
場
合
は
、届
け
出

が
必
要
で
す
。

届
出
義
務
者　
土
地
の
権
利
取
得
者

　
（
売
買
で
あ
れ
ば
買
主
）

届�

出
期
限　
契
約
（
予
約
を
含
む
）
の
日

か
ら
起
算
し
て
２
週
間
以
内

新
潟
県
地
価
調
査
結
果
が�

公
表
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
30
年
度
の
新
潟
県
地
価
調
査

結
果
が
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

土
地
取
引
の
指
標
に
な
る
も
の
で

す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

建
設
部
建
設
課　

住
宅
・
都
市
計
画
係

　

☎
63
―
５
１
１
８

高齢者交通事故防止運動実施中
10月１日㈪～31日㈬

　スローガン　
　『ひろげよう　長寿社会へ　無事故の輪』
　運動の重点　
　・早めのライト点灯とこまめな切り替え
　・道路横断時の安全確認と夜光反射材の積極的な活用
　・高齢ドライバーの安全運転

市・県民税について、お寄
せいただいたご質問にお答
えします

Ｑ	離農して田を譲渡しました。申
告する時にマイナンバーの確認

をすると聞きました。通知カードだけ
持参すれば、いいですか。

Ａ	申告書を提出される際には、マ
イナンバーと身元が分かる書類

により、本人確認を行っています。
　通知カードの場合は、運転免許証や
公的医療保険の被保険者証等も必要
になります。
　マイナンバーカードの場合は、カー
ドだけで本人確認ができます。マイナ
ンバーと本人確認が同時に必要な場面
では、マイナンバーカード１枚で済み
ますので便利です。詳しくは、お問い
合わせください。

総務部税務課　市民税係
　☎６３―５１１０

31
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両
津
港
周
辺
で
駐
車
す
る
場
合

は
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

佐
渡
汽
船
両
津
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
周
辺
の

道
路
で
は
、
恒
常
的
に
路
上
駐
車
が
絶
え

ず
、
円
滑
な
交
通
や
緊
急
車
両
等
の
活
動

を
妨
げ
る
ほ
か
、
交
通
事
故
の
危
険
性
が

増
大
し
て
い
ま
す
。

　

両
津
港
周
辺
の
駐
車
場
は
、
短
時
間
の

利
用
の
場
合
、
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
両
津
港
周
辺
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、

駐
車
場
を
利
用
し
、
違
法
駐
車
は
絶
対
に

し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

佐
渡
東
警
察
署　

☎
27
―
０
１
１
０

佐
渡
市
防
災
セ
ン
タ
ー 

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

機
器
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
11
月
５

日
㈪
か
ら
６
日
㈫
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

防
災
セ
ン
タ
ー
で
、
地
震
体
験
な
ど

し
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

入
館
料
は
無
料
で
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※	

毎
週
月
曜
日
お
よ
び
年
末
年
始
は
休
館
し
ま
す
。

（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

消
防
本
部
予
防
課　

予
防
係

　

☎
51
―
０
１
２
３

10
月
は
土
地
月
間 

土
地
の
取
引
の
届
け
出
が 

必
要
で
す

　

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
法
定
面
積
以

上
の
土
地
取
引
を
行
っ
た
場
合
、
市
町
村

を
経
由
し
て
県
知
事
に
届
け
出
を
す
る
こ

と
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

　

届
け
出
を
忘
れ
た
り
、
偽
り
の
届
け
出

を
す
る
と
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

法
定
面
積

・
市
街
化
区
域
を
除
く
都
市
計
画
区
域

　

５
，
０
０
０
㎡
以
上

・
都
市
計
画
区
域
外
の
区
域

　

１
０
，
０
０
０
㎡
以
上

※	

個
々
の
取
引
面
積
が
小
さ
い
場
合
で
も
、総
面

積
が
法
定
面
積
以
上
に
な
る
場
合
は
、届
け
出

が
必
要
で
す
。

届
出
義
務
者　
土
地
の
権
利
取
得
者

　
（
売
買
で
あ
れ
ば
買
主
）

届�

出
期
限　
契
約
（
予
約
を
含
む
）
の
日

か
ら
起
算
し
て
２
週
間
以
内

新
潟
県
地
価
調
査
結
果
が�

公
表
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
30
年
度
の
新
潟
県
地
価
調
査

結
果
が
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

土
地
取
引
の
指
標
に
な
る
も
の
で

す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

建
設
部
建
設
課　

住
宅
・
都
市
計
画
係

　

☎
63
―
５
１
１
８

市
の
情
報
公
開
実
施
状
況
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
29
年
度
に
お
け
る
情
報
公
開
実
施
状
況
、
個
人
情
報
保
護
制
度
運
用
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

１　情報公開請求の状況

請求のあった�
実施機関 請求件数 請求取下げ

決定状況
全部公開 部分公開 非�公�開

議会事務局 ７ ７

市長部局 46 ２ 21 13 10

教育委員会 ３ ３

計 56 ２ 31 13 10

２　自己情報の開示請求の状況

請求のあった�
実施機関 請求件数 請求取下げ

決定状況
全部開示 部分開示 不�開�示

市長部局 15 １ 11 １ ２

３　個人情報業務の登録について
　市が住民の個人情報を取得する事務を行うときは、佐渡市個人情報保護制度審議会に諮問
し、その答申に基づき、個人情報業務を登録することになっています。（登録内容を変更す
る場合も同様です。）
⑴　個人情報保護制度審議会の開催状況
　　平成 29 年８月 22 日　委員７人により審議
⑵　個人情報業務の登録状況
　	　審議会からの答申（承認）を受け、登録した個人情報業務は、佐渡航路運賃低廉化事業

に係る島民カードの利用調査事務の１件です。
総務部総務課　総務係　☎６３―３１１１

市報さど　平成30年10月号15
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お
知
ら
せ

テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー

　

在
宅
ワ
ー
ク
に
よ
る
実
践
的
な
新
し
い

働
き
方
を
体
験
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
在
宅
ワ
ー
ク
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

11
月
10
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

あ
い
ぽ
ー
と
佐
渡

　
（
両
津
夷
３
８
４
番
地
11
）

	

在
宅
ワ
ー
ク
の
仕
組
み
や
登
録
方
法
、

写
真
や
撮
影
素
材
の
並
び
換
え
作
業
等

20
人　

パ
ソ
コ
ン
、
昼
食

	

10
月
30
日
㈫
ま
で
に
お
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

	

参
加
人
数
が
10
人
に
満
た
な
い
場
合
は
、

開
催
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

産
業
観
光
部
地
域
振
興
課

　

雇
用
促
進
係　

☎
63
―
４
１
５
２

第
２
回
消
費
生
活
講
座

　
「
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
届
い
た
商

品
が
思
っ
て
い
た
も
の
と
違
っ
た
？
」
な

ど
の
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

通
信
販
売
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制

度
の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
全
に
利

用
す
る
た
め
に
注
意
す
る
点
に
つ
い
て
学

び
ま
し
ょ
う
。

11
月
１
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡

　
（
中
原
２
３
４
番
地
１
）

	
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
失
敗
し
な
い
方
法
～

通
信
販
売
を
安
全
に
利
用
す
る
た
め
に

一
般
社
団
法
人
消
費
者
力
開
発
協
会

　

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

市
川　

伸
一　

さ
ん

お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
57
―
８
１
４
３

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会

10
月
28
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
２
時

佐
渡
中
央
会
館

　
（
河
原
田
本
町
３
９
４
番
地
）

満
15
歳
以
上
の
方

	

傷
病
者
の
観
察
の
仕
方
や
一
次
救
命
処

置
（
心
肺
蘇
生
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
除

細
動
や
気
道
異
物
除
去
）
等
救
急
法
の

基
礎

１
，
５
０
０
円　

20
人
（
先
着
順
）

10
月
22
日
㈪

赤
十
字
奉
仕
団
員
募
集
中

　

赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会

に
貢
献
し
た
い
と
い
う
想
い
を
持
っ

た
方
々
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

主
な
活
動
は
、
福
祉
イ
ベ
ン
ト
な

ど
へ
の
赤
十
字
ブ
ー
ス
の
出
展
、
炊

き
出
し
訓
練
、
福
祉
施
設
で
の
草
刈

り
や
窓
拭
き
と
い
っ
た
奉
仕
活
動
で

す
。

　

若
い
方
の
赤
十
字
奉
仕
団
へ
の
加

入
が
少
な
く
、
災
害
時
の
活
動
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い

て
興
味
・
関
心
の
あ
る
方
の
お
電
話

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・

市
民
福
祉
部
社
会
福
祉
課

　

地
域
福
祉
係　

☎
63
―
５
１
１
３

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
・ 

ご
質
問
は
お
電
話
で 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

税
務
署
に
お
か
け
い
た
だ
い
た
電
話
は
、

自
動
音
声
案
内
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

○�

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
・
ご
質
問
は

「
１
」
を
選
択

○
窓
口
で
の
ご
相
談
は
「
２
」
を
選
択

　

窓
口
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、
事
前
予
約

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○�

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
ご

相
談
・
ご
質
問
は
「
３
」
を
選
択

佐
渡
税
務
署　

☎
74
―
３
２
７
６

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

税
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
税
務
相
談
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
税
の
質
問
に
対
す
る
回
答
を
「
税

の
種
類
」
や
「
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
」
で
調

べ
ら
れ
ま
す
。

佐
渡
税
務
署　

☎
74
―
３
２
７
６

「里親」になりませんか
～温かい家庭を必要としている 
　　　　 子どもたちがいます～

　さまざまな事情により家庭
で生活できない子どもたちが
います。
　子どもたちを家族の一員と
して迎え入れ、愛情をもって心
身の成長を支えてくださる「里
親」を求めています。
　里親になるには一定の要件
を満たす必要があります。
　詳しくは、お問い合わせく
ださい。
県中央児童相談所

　☎ 025―381―1111

タックスアンサー
検�索

市報さど　平成30年10月号
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両
津
病
院
　
伊
藤
管
理
部
長

「
愛
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し
続
け
て
」

　

昨
年
の
４
月
か
ら
両
津
病
院
管
理
部
長
を
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
は
地
元
で
も
あ
り
ま
す
し
20

数
年
前
に
娘
が
生
ま
れ
た
病
院
で
も
あ
る
の
で
、

思
い
出
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

病
院
に
は
毎
日
多
く
の
患
者
さ
ん
と
付
き
添

い
の
ご
家
族
の
方
が
み
え
ら
れ
ま
す
。
風
邪
で

も
引
い
た
の
か
グ
ッ
タ
リ
し
て
お
母
さ
ん
に
抱

か
れ
て
い
る
小
さ
な
子
ど
も
さ
ん
も
よ
く
見
か
け
ま
す
。
こ
う
し

た
多
く
の
方
を
見
る
と
私
は
少
し
複
雑
な
心
境
に
な
り
ま
す
。
管

理
部
長
と
し
て
経
営
面
か
ら
す
れ
ば
多
く
の
患
者
さ
ん
が
当
院
を

頼
り
に
し
て
く
れ
る
の
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
が
、
健

康
で
病
院
に
来
る
必
要
が
な
い
の
が
一
番
な
の
も
間
違
い
な
い
で

す
か
ら
ね
。

　
両
津
病
院
は
、
今
の
姿
に
な
っ
て
37
年
が
経
ち
ま
す
。
そ
の
前

身
の
時
代
か
ら
、
ず
っ
と
「
地
域
に
愛
さ
れ
る
か
か
り
つ
け
病

院
」
と
し
て
、
そ
の
役
目
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
し
、
こ
れ
か
ら

も
、
そ
の
精
神
は
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
は
医

師
の
先
生
方
を
は
じ
め
病
院
に
勤
め
る
す
べ
て
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら

強
く
感
じ
ま
す
。

　
現
在
、
両
津
病
院
に
は
医
師
、
ス
タ
ッ
フ
に
私
ら
事
務
方
も
含

め
て
１
１
０
人
が
勤
め
て
い

ま
す
。
そ
の
全
員
で
、
両
津

病
院
が
こ
の
先
も
「
地
域
の

か
か
り
つ
け
病
院
と
し
て
愛

さ
れ
続
け
る
こ
と
」
を
目
指

し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

次
回
は
相
川
病
院
の
看
護

部
で
す
。

市立病院から

こんにちはこんにちは

7 甘え
させる

　子どもたちの体の成長は著しく「この前買った靴がもう履けないわ」とうれ
しい悲鳴を聞くことがあります。
　では、心の成長はどうでしょう。体の成長は、小さくなったり後戻りすること
はありませんが、心の成長は行ったり来たりします。口では、大人ぶったことを
言う５歳児もまだまだママと一緒にいたいのです。
　そこで、「甘やかす」と「甘えさせる」の違いをお伝えします。
　甘やかすとは、不必要な物を与えること。子どもが自分でできるのにさせな
かったり、大人がすぐに助けたりしてしまうことです。（主体が大人）

　　　　		できることは自分で「やったー！やれたー！」という喜びで�
心が育ちます。

　甘えさせるとは、必要な要求にこたえることです。（主体が子ども）
　子どもが甘えてくるときは「愛情」と言うエネルギーがほしいときです。
　「抱っこして」と来た時は、黙ってやさしく抱きしめてあげましょう。何も言
わなくても抱きしめるだけで子どもは安心できます。スキンシップだけでなくサ
インや言葉でも愛情は伝わります。

　　　　	子どもが甘えてきた時は十分甘えさせてあげましょう。
　甘えは子どもを成長させますが、「甘やかし」は将来子どもをダメにしてしま
います。
　甘やかすと甘えさせるは似ているようで大違いです。

『育じい・育ばあ』のための「ほめほめ講座」
「甘やかす」と「甘えさせる」には大きな違いがある

４コ マ 漫 画 で伝える

ポイント❶ 

ポイント❷ 

市民福祉部子ども若者課　子ども若者相談センター
　☎５８―８０７７

市報さど　平成30年10月号17
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８
月
３
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
、
山
梨

県
笛
吹
市
春
日
居
小
学
校
の
５
・
６
年
生

80
人
と
相
川
地
区
の
小
学
生
と
の
「
ふ
れ

あ
い
交
流
事
業
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
２
年
か
ら
継
続
し
て
実
施
し
て
い

る
事
業
で
、
現
在
は
隔
年
で
両
市
を
訪
問

し
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

笛
吹
市
の
児

童
の
皆
さ
ん
は
、

春
日
居
町
出
身

で
４
代
目
佐
渡

奉
行
の
鎮し

ず

目め

市い
ち

左ざ

衛え

門も
ん

惟こ
れ

明あ
き
らの

墓
参
り
後
、
観

光
地
を
巡
り
ま

し
た
。

　

５
日
に
は
相
川
地
区
の
小
学
校
５
・
６

年
生
37
人
と
達
者
海
水
浴
場
で
、
色
紙
交

換
や
海
水
浴
を
楽
し
み
交
流
し
ま
し
た
。

一
時
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た

が
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気
よ
く
佐
渡
の
海

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

真
野
地
区
文
化
祭
開
催
！ 

～
つ
な
げ
よ
う
広
げ
よ
う
真
野
～ 

　
　
　
　
　
　     

（
真
野
地
区
）

　

真
野
地
区
公
民
館
で
は
、
10
月
27
日
㈯

と
28
日
㈰
の
２
日
間
、
真
野
体
育
館
で
真

野
地
区
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　

準
備
か
ら
当
日
の
運
営
ま
で
、
公
民
館

自
主
講
座
の
皆
さ
ま
、
地
区
の
皆
さ
ま
を

始
め
、
地
区
内
保
育
園
、
福
祉
施
設
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
得
て
、
地
区
の
芸
術
・

文
化
を
継
承
す
る
素
晴
ら
し
い
作
品
の

数
々
を
展
示
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

２
日
間
で
延
べ
７
０
０
人
を
超
え
る
方
が

来
場
し
、
世
代
間
交
流
と
し
て
も
大
変
有

意
義
な
２
日
間

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
ぜ
ひ

盛
況
な
催
し
と

し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

生涯学習
だより
教育委員会社会教育課

（畑野行政サービスセンター内）
☎６６－４１６０

　

小
木
小
学
校
区
は
、
世
界
で
活
躍
す

る
鼓
童
を
始
め
、
伝
統
芸
能
の
伝
承
や

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
活
動
に
取
り
組

む
方
な
ど
、
素
晴
ら
し
い
人
材
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。

１　
地
域
と
か
か
わ
る
活
動
の
充
実

　

恵
ま
れ
た
環
境

を
肌
で
感
じ
、
地

域
と
の
か
か
わ
り

を
深
め
る
た
め
、地

域
指
導
者
に
よ
る

茶
道
・
太
鼓
・
百

人
一
首
・
竹
細
工
・

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
５
つ
の
教
室「
ふ

れ
あ
い
タ
イ
ム
」を

実
施
し
、１
～
６

年
生
が
異
学
年
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
す
べ
て
を
体
験

し
て
い
ま
す
。

　

人
間
関
係
づ
く
り
や
、豊
か
な
情
操
を

育
て
る
良
い
機
会
と
な
っ
て
お
り
、指
導

者
の
方
と
学
校
外
で
も
親
し
く
言
葉
を

交
わ
す
な
ど
、温
か
な
交
流
も
生
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
鼓
童
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」「
パ

ペ
ッ
ト
・
シ
ア
タ
ー
・
キ
ッ
チ
ン
」な
ど
、20

年
近
く
継
続
し
て
い
る
活
動
も
あ
り
、専

門
家
の
指
導
で
子
ど
も
た
ち
は
得
意
な
こ

と
を
増
や
し
、自
信
を
付
け
て
い
ま
す
。

2　
小
木
お
け
さ
の
伝
承

　

佐
渡
お
け
さ
の

ル
ー
ツ
と
も
言
わ

れ
る
「
小
木
お
け

さ
」
の
伝
承
に
力

を
入
れ
て
お
り
、

「
さ
ざ
波
会
」

「
小
木
お
け
さ
子

供
連
」
の
協
力
を

得
て
、
子
ど
も
た

ち
の
地じ

方か
た

に
よ
る

全
校
小
木
お
け
さ

を
運
動
会
で
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
木
港
祭
り
で
は
、
小
木
幼

稚
園
児
と
１
・
２
年
生
が
一
緒
に
な
っ

て
小
木
独
特
の
踊
り
「
組
お
け
さ
」
を

披
露
し
て
い
ま
す
。

　

多
彩
な
指
導
者
が
肩
を
並
べ
、
力
強

い
応
援
団
に
支
え
ら
れ
て
い
る
特
色
を

生
か
し
、
今
後
も
、
自
分
た
ち
の
住
む

小
木
を
知
り
、
愛
し
、
誇
り
に
で
き
る

郷
土
学
習
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

そ
し
て
、
学
校
・
保
護
者
・
地
域
が
手

を
携
え
な
が
ら
、
共
に
子
ど
も
を
育
む

教
育
の
充
実
に
向
け
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

	

（
畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
66
―
４
８
９
８

小
木
小
学
校

相
川
・
春
日
居
ふ
れ
あ
い
交
流 

～
友
好
都
市
の 

小
学
生
交
流
事
業
～（
相
川
地
区
）色紙の交換をする児童たち

力作が勢ぞろいします！
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ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記　

食
べ
ら
れ
る
!?
金
鉱
脈

　

鉱
脈
と
は
何
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

岩
石
の
割
れ
目
を
埋
め
る
板
の
よ
う
な
形

の
も
の
を
鉱
脈
と
い
い
、
鉱
脈
か
ら
取
り

出
さ
れ
た
石
を
鉱
石
と
い
い
ま
す
。
鉱
石

に
金
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
は
、
金
鉱
石

と
呼
び
ま
す
。
佐
渡
金
山
の
第
５
駐
車
場

か
ら
は
、
佐
渡
最
大
と
言
わ
れ
た
金
鉱
脈

跡
で
あ
る
青

あ
お
ば
ん
み
ゃ
く

盤
脈
の
崖
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
総
延
長
約
２
㎞
に
も
な
る
青
盤

脈
は
大
き
す
ぎ
る
た
め
、
空
か
ら
見
な
け

れ
ば
全
体
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
誰
で
も
手
軽
に
見
ら
れ
る

「
プ
チ
金
鉱
脈
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

佐
渡
金
山
の
第
５
駐
車
場
付
近
に
あ
る

岩
石
の
中
に
、
白
い
線
が
入
っ
た
岩
が
い

く
つ
か
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が
「
プ
チ
金

鉱
脈
」
で
す
。
岩
石
の
す
き
間
を
埋
め
る

よ
う
に
白
い
線
が
入
っ
て
お
り
、
白
い
線

が
巨
大
に
な
っ
た
も
の
が
青
盤
脈
で
、
総

延
長
約
２
㎞
、
深
さ
約
５
０
０
ｍ
、
脈
幅

が
６
ｍ
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
か
な
か
想
像
す
る
こ
と
が
難
し
い
の

で
、
プ
チ
金
鉱
脈
を
た
ま
ご
サ
ン
ド
に
例

え
て
思
い
浮
か
べ
て
く
だ
さ
い
。
周
り
の

岩
石
が
パ
ン
、
白
い
線
の
部
分
が
た
ま
ご

で
す
。
つ
ま
り
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
断
面

を
見
て
い
る
状
態
で
す
。
こ
の
白
い
線
は

岩
石
の
表
面
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

具
で
あ
る
た
ま
ご
が
パ
ン
全
体
に
塗
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
奥
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

　

第
５
駐
車
場
で
見
ら
れ
る
青
盤
脈
は
、

具
で
あ
る
金
鉱
石
が
す
で
に
掘
り
尽
く
さ

れ
、
パ
ン
の
み
が
残
さ
れ
て
い
る
状
態
で

す
。
昔
、
金
を
掘
っ
て
い
た
人
々
は
、
お

い
し
い
部
分
が
ど
こ
な
の
か
、
分
か
っ
て

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

90

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

	

（
畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
66
―
４
１
６
０

親子トキモニタリング体験会が開催されました
　８月17日、環境省佐渡自然保護官事務所主催の
親子トキモニタリング体験会が開催され、親子５組、
12人が参加しました。
　参加した皆さんは、環境省と新潟大学のモニタリ
ングチームスタッフからトキの見分け方や双眼鏡な
どの使い方の説明を受けたあと、田んぼに設置され
たトキの模型を使って観察の練習を行い、トキが観
察できる地点を廻って野生のトキを観察しました。
　また、有機栽培の田んぼでトキがエサにしている
水辺の生きものを捕まえ、新潟大学の先生から捕ま
えた生き物の名前や見分け方の解説をしていただき
ました。
　暑い日差しの中の活動でしたが、移動中にトキを
見つけたり、田んぼで生きものを捕まえたりした時
には、子どもたちはとてもうれしそうにはしゃいで
いました。

トキ野生復帰にむけて 167

産業観光部農業政策課
　トキ保護係（トキ交流会館内）　☎２４―６０４０ 田んぼでの生き物探し

説明を受ける参加者

佐渡金山の第５駐車場付近にあるプチ金鉱脈

市報さど　平成30年10月号19
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今
回
は
構
成
資
産
の
一
つ
「
相
川
金
銀

山
」
の
う
ち
鉱
山
で
働
く
人
々
が
住
ん
で

い
た
「
上
相
川
地
区
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

相
川
金
銀
山
は
、
鶴
子
銀
山
の
山
師
た

ち
が
新
し
い
鉱
脈
を
求
め
て
山
に
わ
け
入

り
、
地
表
に
露
出
し
た
鉱
脈
を
発
見
し
た

こ
と
が
大
規
模
開
発
の
始
ま
り
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
江
戸
時
代
初
期
に
相
川

金
銀
山
を
目
当
て
に
全
国
か
ら
多
く
の

人
々
が
来
島
し
、
慶
長
５
（
１
６
０
０
）

年
頃
に
は
上
相
川
に
町
が
誕
生
し
、
最
盛

期
を
迎
え
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
佐
渡
一
国
が
幕
府
の
直

轄
地
と
な
っ
て
佐
渡
奉
行
所
が
置
か
れ
る

な
ど
、
佐
渡
の
歴
史
に
と
っ
て
も
大
き
な

転
機
と
な
っ
た
時
代
で
す
。

　

特
に
、
相
川
の
人
口
は
一
時
期
４
～

５
万
人
ま
で
増
え
た
と
さ
れ
、
そ
の
に
ぎ

わ
い
ぶ
り
を
「
上
相
川
千
軒
」
と
も
例
え

ら
れ
た
上
相
川
の
人
口
も
そ
の
こ
ろ
最
も

多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

最
盛
期
か
ら
数
十
年
た
っ
た
慶
安
５

（
１
６
５
２
）
年
の
記
録
で
は
、
上
相
川

に
は
22
の
町
と
５
１
３
軒
の
家
が
あ
っ
た

と
さ
れ
、
山
の
神
を
祀
っ
た
大
山
祗
神
社

や
た
く
さ
ん
の
寺
も
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

　

金
銀
山
の
繁
栄
と
と
も
に
発
展
し
た
上

相
川
の
町
は
、
金
銀
山
が
衰
退
す
る
に
つ

れ
、
職
を
失
っ
た
人
々
が
次
々
に
ほ
か
の

場
所
へ
移
り
、
瞬
く
間
に
人
口
が
減
少
し

て
い
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
後
期
の
記
録

に
よ
る
と
、
家
の
数
34
軒
、
町
の
人
口
は

多
く
て
も
３
０
０
人
ほ
ど
、
明
治
時
代
初

期
に
は
人
口
89
人
と
な
り
、
や
が
て
明
治

33
（
１
９
０
０
）
年
頃
に
は
住
む
人
が
い

な
く
な
り
、
神
社
や
寺
も
移
転
し
、
鉱
山

の
町
は
再
び
山
中
に
姿
を
消
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

構
成
資
産
を
知
る（
そ
の
三
）相
川
金
銀
山
①

 佐渡文化財団からのお知らせ

　さど芸能アーカイブは、佐渡民謡や鬼太鼓、
文弥人形、のろま人形、能、佐渡鷺流狂言、春
駒、つぶろさしなど佐渡の伝統芸能を紹介した
サイト（ＱＲコード）です。
　このサイトは、各伝統芸能の歴史や年間スケジュール、ア
クセス方法などの情報が詳しく掲載されています。また、画
像や映像も盛りだくさんです。佐渡の生活習慣や環境、歴史と共に歩んできた伝統的な郷土芸能を、ぜひ
ご覧ください。

佐渡民謡活性化実行委員会事務局（教育委員会社会教育課佐渡学センター内）　☎５２―２４４７
　または、佐渡文化財団　☎５８―９１１２

上相川絵図（市教育委員会蔵）（上）と石組遺構が
残る現在の「上相川」の旧道部分（下）

産
業
観
光
部
世
界
遺
産
推
進
課

　

☎
63
―
５
１
３
６

国民文化祭・にいがた2019 ～文化ふっとつ新潟！～
2019年9月15日～11月30日開催
　全国規模の文化の祭典が来年新潟県で開催されます。佐渡も舞台となり、	
多くの方が佐渡の文化に触れる機会となります。
　随時、国民文化祭の情報を発信していきます。
佐渡文化財団　☎５８―９１１２

ディープな佐渡はいかがですか?
「さど芸能アーカイブ」誕生！
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生活情報
　　さど

第
25
回
産
業
振
興
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　

８
月
26
日
、東
京
都
渋
谷
区
の
ア
イ
ビ
ー
ホ
ー
ル
青
学
会
館
で
、首
都
圏
佐
渡
連
合
会
主

催
に
よ
る
第
25
回
産
業
振
興
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、82
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
基
調
講
演
で
は
、７
月
20
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た「
た
び
の
ホ
テ
ル
佐

渡
」お
よ
び「
ホ
テ
ル
吾
妻
」の
八
重
田
支
配
人
を
講
師
に

迎
え
、佐
渡
の
自
然
環
境
・
景
観
、文
化
芸
能
、美
味
し
い
食

材
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
、「
佐
渡
の
魅
力
を
世
界

に
発
信
し
て
い
ま
す
」と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、佐
渡
観
光
交
流
機
構
の
清
永
専
務
理
事

に
、佐
渡
観
光
の
現
状
説
明
お
よ
び
将
来
の
佐
渡
観
光
を

ど
う
す
る
べ
き
か
に
つ
い
て
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

	

（
文
責
：
首
都
圏
佐
渡
連
合
会　

産
業
振
興
部
会
長　

髙
野　

一
久
）

佐
渡
市
東
京
事
務
所
ブ
ロ
グ
で
首
都
圏
の
佐
渡
情
報
を
発
信
中
！

　

東
京
事
務
所
の
ス
タ
ッ
フ
が
ブ
ロ
グ
形
式
で
佐
渡
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

編集後記
　久しぶりにお医者さんのお
世話になりました。
　病院の外来には、いろいろ
な患者さんが見えられます。
　多くの患者さんが診察を
待っているのを見て、健康で
日々を過ごせることのありがた
みを身にしみて感じました。
　これまで何気なく過ごしてき
ましたが、これからは健康の維
持を意識しながら生活してい
きたいと思います。　（Ｋ．０）

お問い合わせ　消費生活センター
（平日）午前９時〜午後４時　　☎５７－８１４３

消費者ホットライン
☎１

い

８
や

８
や

（嫌
いや

や！泣き寝入り）
　
健
康
食
品
の
勧
誘
電
話
が
あ
り
、
元
気
に
な
る
な
ら
と
サ
プ
リ

メ
ン
ト
を
購
入
し
、
飲
ん
だ
と
こ
ろ
体
調
が
悪
く
な
っ
た
な
ど
と

い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
安
易
に
健
康
食
品
で
栄
養
の
偏
り
や
生
活
の
乱
れ
を
解
決
し
よ

う
と
せ
ず
、
食
事
、
運
動
、
休
養
の
質
を
高
め
る
た
め
の
補
助
的

な
も
の
と
し
て
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

講演する八重田支配人

健康食品を利用する際の
注意するポイント

佐
渡
市
東
京
事
務
所

検
索

➡
ポ
イ
ン
ト

①　
健
康
食
品
で
病
気
が
治
る
？

　

	　

錠
剤
・
カ
プ
セ
ル
状
の
製
品
は
、
薬
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

「
食
品
」で
あ
り
、病
気
を
治
す
効
果
、防
ぐ
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②　
天
然
・
自
然
由
来
の
も
の
が
原
料
な
ら
安
全
？

　

	　

天
然
・
自
然
由
来
の
食
品
で
も
、
健
康
食
品
と
し
て
使
用
す

る
場
合
は
、
普
段
の
食
べ
方
と
は
異
な
る
た
め
、
食
品
で
は
予

期
し
な
い
よ
う
な
影
響
が
で
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③　
専
門
家
の
研
究
結
果
と
同
じ
効
果
が
あ
る
？

　

	　

有
効
性
の
試
験
は
特
定
の
条
件
下
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
人

が
食
べ
た
と
き
に
必
ず
し
も
、
誰
で
も
同
じ
効
果
が
出
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

④　
体
験
談
は
信
用
で
き
る
？

　

	　

体
験
談
は
利
用
者
の
感
想
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
宣
伝
の
た
め
に

都
合
の
よ
い
内
容
の
み
編
集
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

⑤　
一
時
的
な
体
調
不
良
は
効
果
の
証
拠
？

　

	　
「
好
転
反
応
」
と
呼
ば
れ
る
、
体
調
が
よ
く
な
る
過
程
で
、

一
時
的
に
体
調
が
悪
く
な
る
よ
う
な
症
状
が
で
る
こ
と
は
、
健

康
食
品
で
は
起
こ
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
安
な
場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

健康食品で体調不良！？
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地 区 名  住 所 名  氏 　 　 　 名  保護者 たんじょう

両　津 加茂歌代 藤　井　德　三 71 8.17
　〃 豊岡 坂　野　晴　次 91 8.18
　〃 両津夷 本　間　照　子 78 8.18
　〃 河崎 桧　田　義　行 72 8.22
　〃 河崎 山　田　昭　子 88 8.24
　〃 馬首 山　本　正　晴 70 8.25
　〃 加茂歌代 清　水　滿　井 81 8.29
　〃 加茂歌代 本　間　キ　イ 104 8.29
　〃 浜田 甲　斐　信　男 91 8.30
　〃 春日 渡　邊　末　枝 92 8.31
　〃 両津湊 伊豆野　一　枝 74 9.  4
　〃 赤玉 篠　原　ハ　ル 99 9.  5
　〃 久知河内 菊　池　和　子 83 9.  7
　〃 加茂歌代 矢　本　一　雄 86 9.  8
　〃 旭 山　田　スミヱ 92 9.  9
　〃 月布施 清　田　富　江 92 9.12
　〃 片野尾 山　口　新　司 88 9.12
　〃 両津夷 石　川　輝　枝 91 9.14
　〃 梅津 近　藤　　　篁 82 9.16
　〃 梅津 荒　　　ハ　ル 83 9.17
相　川 相川鹿伏 秋　野　虎　夫 95 8.18
　〃 相川羽田町 三　浦　ヒ　サ 97 8.18
　〃 戸中 山　本　美佐子 89 8.20
　〃 高瀬 佐々木　和　明 75 8.25
　〃 相川下戸村 能　村　禮　子 94 8.29
　〃 相川羽田村 酒　田　良　子 77 9.  1
　〃 稲鯨 岩　﨑　フ　サ 96 9.  9
　〃 相川大浦 中　川　ブ　ン 96 9.  9
　〃 相川大間町 中　川　眞佐子 102 9.13
　〃 橘 髙　橋　多　輔 87 9.14
佐和田 真光寺 村　上　一　枝 85 8.23
　〃 沢根五十里 須　田　ハツエ 95 8.29
　〃 中原 中　堀　ミヨ子 83 8.29
　〃 窪田 小　崎　　　寛 77 9.  4
　〃 石田 清　水　辰　宏 63 9.  5

佐和田 石田 安　藤　　　章 77 9.  7
　〃 沢根五十里 末　武　ヤ　ス 89 9.  9
　〃 鍛冶町 髙　野　タ　マ 87 9.12
　〃 沢根 兵　庫　八重野 88 9.15
金　井 平清水 北　見　　　曻 78 8.23
　〃 金井新保 児　玉　千　枝 92 8.23
　〃 中興 梶　原　辰次郎 91 9.  1
新　穂 新穂田野沢 古　山　毬　子 71 8.18
　〃 新穂舟下 三　浦　ミワ子 75 9.  5
　〃 新穂 本　間　　　進 90 9.15
畑　野 目黒町 渡　部　　　豊 93 8.21
　〃 三宮 野　口　美保子 85 8.25
　〃 小倉 加　藤　瑞　穗 82 9.  4
真　野 田切須 佐々木　秀　弘 63 8.17
　〃 豊田 本　間　髙　明 66 8.20
　〃 滝脇 谷地田　文　代 89 8.22
　〃 吉岡 佐々木　ヨシノ 89 8.24
　〃 西三川 坂　本　三　郎 86 9.  1
　〃 吉岡 本　間　正　美 82 9.  2
　〃 背合 金　子　　　馨 89 9.  5
　〃 吉岡 鈴　木　ヤヱ子 85 9.  5
　〃 真野新町 須　田　　　瞳 93 9.  6
　〃 竹田 中　川　　　宏 73 9.12
　〃 豊田 本　間　源次郎 81 9.12
　〃 豊田 本　間　シヅヱ 97 9.14
小　木 小木木野浦 榊　　尚　利 64 8.30
　〃 宿根木 佐　藤　信　幸 97 9.  3
　〃 小比叡 金　子　　　敏 81 9.16
羽　茂 羽茂三瀬 岩　﨑　四　郎 91 8.20
　〃 羽茂本郷 佐久間　吉　則 40 8.24
　〃 羽茂本郷 海老名　ミサオ 86 9.  9
赤　泊 徳和 鶴　間　ツ　ヤ 91 8.18
　〃 莚場 横　田　正　人 98 8.27
　〃 徳和 三　浦　みゆき 100 9.  1
　〃 下川茂 松　　カ　ヤ 103 9.  2
　〃 真浦 金　子　順　一 72 9.16

佐和田 石田 安　藤　　　章 77 9.  7
　〃 沢根五十里 末　武　ヤ　ス 89 9.  9
　〃 鍛冶町 髙　野　タ　マ 87 9.12
　〃 沢根 兵　庫　八重野 88 9.15
金　井 平清水 北　見　　　曻 78 8.23
　〃 金井新保 児　玉　千　枝 92 8.23
　〃 中興 梶　原　辰次郎 91 9.  1
新　穂 新穂田野沢 古　山　毬　子 71 8.18
　〃 新穂舟下 三　浦　ミワ子 75 9.  5
　〃 新穂 本　間　　　進 90 9.15
畑　野 目黒町 渡　部　　　豊 93 8.21
　〃 三宮 野　口　美保子 85 8.25
　〃 小倉 加　藤　瑞　穗 82 9.  4
真　野 田切須 佐々木　秀　弘 63 8.17
　〃 豊田 本　間　髙　明 66 8.20
　〃 滝脇 谷地田　文　代 89 8.22
　〃 吉岡 佐々木　ヨシノ 89 8.24
　〃 西三川 坂　本　三　郎 86 9.  1
　〃 吉岡 本　間　正　美 82 9.  2
　〃 背合 金　子　　　馨 89 9.  5
　〃 吉岡 鈴　木　ヤヱ子 85 9.  5
　〃 真野新町 須　田　　　瞳 93 9.  6
　〃 竹田 中　川　　　宏 73 9.12
　〃 豊田 本　間　源次郎 81 9.12
　〃 豊田 本　間　シヅヱ 97 9.14
小　木 小木木野浦 榊　　尚　利 64 8.30
　〃 宿根木 佐　藤　信　幸 97 9.  3
　〃 小比叡 金　子　　　敏 81 9.16
羽　茂 羽茂三瀬 岩　﨑　四　郎 91 8.20
　〃 羽茂本郷 佐久間　吉　則 40 8.24
　〃 羽茂本郷 海老名　ミサオ 86 9.  9
赤　泊 徳和 鶴　間　ツ　ヤ 91 8.18
　〃 莚場 横　田　正　人 98 8.27
　〃 徳和 三　浦　みゆき 100 9.  1
　〃 下川茂 松　　カ　ヤ 103 9.  2
　〃 真浦 金　子　順　一 72 9.16

地 区 名  住 所 名  氏　　　　名  年 　 齢 ご 命 日

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

両　津 梅津 山　口　　　蓮 純也 8.12
　〃 梅津 伊　豆　志　夏 祐樹 8.13
　〃 春日 齋　藤　灯　里 威 8.20
　〃 梅津 中　川　律　樹 一理 8.23
　〃 春日 秀　方　壱　伍 正浩 8.25
　〃 春日 中　村　菜　心 純基 8.27
　〃 加茂歌代 佐　藤　瑛　琉 雅哉 9.  1
　〃 梅津 齋　須　紬　稀 一哉 9.  5
相　川 北片辺 中　村　月　祢 佑汰 8.15
　〃 高瀬 佐々木　悠　成 教博 8.25
佐和田 石田 岩　﨑　光　莉 栄二 8.  9
　〃 上長木 池　野　夏　波 優希 8.17

佐和田 石田 白　井　咲　那 尉浩 8.24
　〃 八幡 佐々木　奏　穂 政人 8.27
金　井 千種 本　間　悠　雅 崇史 8.10
　〃 千種 渡　辺　心　優 政彦 8.17
　〃 千種 田　中　蒼　真 晃太 8.24
畑　野 畑野 余　湖　尚　真 巳和寿 8.19
　〃 目黒町 恩　田　梛　由 大典 8.21
　〃 畑野 山　城　心乃花 龍 8.23
　〃 畑野 恩　田　姫　朱 あずさ 9.  3
真　野 豊田 髙　野　美　咲 将記 9.10
小　木 小木町 佐　藤　　　凪 望夢 8.15
羽　茂 羽茂三瀬 冨　永　乃　愛 和幸 8.18
　〃 羽茂滝平 金　子　葉　晴 弘樹 8.24

（れん）

（もとか）

（ともり）

（りつき）

（いちご）

（なこ）

（えいる）

（つむぎ）

（るね）

（ゆうせい）

（ひかり）

（なつは）

（さな）

（かほ）

（ゆうが）

（みひろ）

（そうま）

（しょうま）

（なゆ）

（このか）

（きあ）

（みさき）

（なぎ）

（のあ）

（ようせい）

戸籍の窓
8.17～9.17届出



中央図書館　☎63-2800

図書館だより
　「ホッと一息、本と一息」

　忙しい日常のひと時、５分でも10分でも本を読んでいる間は、本と自分だけの
時間です。読書週間に「ホッと一息、本と一息」してみませんか？
　読書週間中は、各図書館・図書室で、小学生以下を対象に「わくわくシール倍増
週間」として、通常、図書２点につきシール１枚のところ、図書１点でシールが１枚も
らえます。ぜひ、お越しください。
　各図書館・図書室で催しものを行います。詳しくは、お問い合わせください。

『あっという間の内容濃い3年間』

　本当にあっという間に月日が経ち、３年の任期を終えました。日常から行事までさまざまな場面を撮った多くの写真を
見返すと、どの写真もついこの間のように感じ、良い経験も苦い経験も思い出します。
　私は、「佐渡に住んでみたい。旅行ではわからない、おもしろい何かが絶対にある」という強い興味があって、この仕
事を希望しました。暮らしてみて実感した佐渡の魅力は、「近く
て大きな自然」「贅沢な食」「人のあたたかさ」でした。担当した
相川金泉地域は、小川、達者、姫津、北狄、戸地、戸中という６
集落で、集落全体の雰囲気、住人の雰囲気、行事や風習などが
集落ごとに異なり、興味深いものばかりでした。地域おこし協力
隊として６集落を回ったからこそできた、人生のなかでも貴重な
経験です。
　ソトモノの私をこんなにも受け入れてくださった地域の皆さま
には、感謝しきれません。おかげさまで、佐渡をもっと好きにな
りました。私がここに居たことが、この先に活かされることを
願っています。お互い達者に前進していきましょう。どうもありが
とうございました。 「ひとりの写真展」にて　ご来場ありがとうございました

中央図書館　☎６３―２８００
　リサイクル市　10月末まで開催中
両津図書館　☎２７―４１８２
　ハロウィンとしょかん（魔女のおはなし会）
　10月27日㈯、28日㈰
さわた図書館　☎５７―２７１１
　親子で絵本　11月10日㈯ 午前10時30分から
小木図書館　☎８６―３８４１
　おはなしのじかん　10月25日㈭ 午後４時から

新穂図書室　☎２２―２０７５
　にいぼ子ども読書会　11月３日 ( 土・祝 )
　読書週間企画「読書☆すごろく」
　10 月 27 日㈯～11月 24 日㈯
羽茂図書室　☎８８―２２３０
　ハロウィンのぬりえに参加しよう！
　10 月 30 日㈫まで
　ハロウィンぬりえ展示
　10 月 31日㈬～11月 7 日㈬

相川金泉地域担当　小林　美由紀退任のごあいさつ

お問い合わせ　産業観光部地域振興課　地域振興係　☎６３―４１５２

10月27日㈯～11月9日㈮
秋 の読書週間
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佐渡市メール配信サービス実施中
火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、イベント・くらしの情報

　アドレス	sado@mpx.wagmap.jp	に空メールするか、	QR	
コードで読み取ってください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必
ず「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ　総務部総務課広報戦略室�
　　　　　　　情報政策係　☎６３―５１３９

「友だち追加」待っています！

佐渡市公式LINE＠アカウント開設
　観光やイベント、文化芸術などの市の情報をお届けします。

アカウント名　佐渡市役所
LINE�ID　@ksp2645h
お問い合わせ　�総務部総務課広報戦略室�

広報広聴係　☎６３―５１３９

緊急情報伝達システム「戸別受信機」の設置はお済みですか？
　戸別受信機１台は無償で貸与しています。お申し込み方法な
ど詳しくは、お問い合わせください。
※	設置済みの方で「お知らせが鳴らない！故障かな？」などありましたら、ケーブ

ル線が抜けていないか、電源は入っているかご確認ください。

災害時における避難支援のための名簿を整理しています！
　災害時に自ら避難することが困難な方が安全に避難できるよう、避難支援が必要な方の名簿「避難行
動要支援者名簿」を整備しています。
　自力での避難に不安があり、登録を希望される方は、申請手続きが必要となります。詳しくは、お問
い合わせください。
お問い合わせ　総務部防災管財課　防災安全係　☎６３―３１２５

防災情報
などを
お知らせ！

むし歯予防のための子ども向け合い言葉

　市の３歳児の一人当たりの平均
むし歯数は、県内でも多い方で深
刻な状況です。
　そのため、佐渡の子どもの歯を
守り、健やかな成長を応援する取
り組みとして、佐渡歯科医師会を
中心とする「さど歯っぴーキッズ
プロジェクト」を立ち上げました。

　プロジェクトでは、乳幼児期からの規則正しい食習慣や歯みがき習慣
を考えるとともに、家族や地域、保育園などで実践できる歯と口の健康
をＰＲするポスター作成のための図画を募集しました。合い言葉をさら
に親しみやすく感じる、楽しい作品として、金泉小学校の濱辺蘭さんの
上記のポスターが選ばれました。
　市内の歯科医院や各小中学校、保育園などの関係施設に掲示し、さら
なるむし歯予防を呼びかけています。

ポスターを作成し、佐渡歯科医師会長から 
表彰された

金泉小学校　２年　濱辺　蘭　さん

お問い合わせ　さど歯っぴーキッズプロジェクト事務局
　　　　　　　（市民福祉部市民生活課健康推進室　健康増進係）　☎６３―３１１５


